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(金 森 煩 次郎 記)





山 ,マグネッ トをレー ルgC乗せるぺく声をか打合う重量運搬掛りの姿などが新
しい華での試合開始をつげるゴングの如きものでした｡
:そこで我々は第 1ラクソ Fを如何に飛び出すかとa)問題に直面Lやわ行ですo
Lかし､少し落着いて考えてみると物理における第 1ラウ ン ドといってもそ
れは何かの試合のように3分間などと限られたものではないO目の前に見える
面白そうな事を断片的に追いかけてもそれは決して大きな流れに生長しないで
あろうoLたがって事をなすに当ってまづ充分考えねばならないのはやはり研
究の姿勢が第 王だと言うことlKなるでしょう｡ そこで一夏あれこれ考えて.こ
れからの理学部における物性の 1研究室をどうすべきか紅ついてつぎのよう凍
結論を出しました｡
二言でいえば.まず底辺を作ろう｡Lそして夢半分の研究室にしようo i-tいう
ことです｡具体的に言えば底辺とは.日本に串ける研究 ･~とくに実験研究上a)
環境を充分注視すれば明かなことですが.予算配分における官僚性 ,実験技術
の育成に対する不毛性が野性味あふるる意欲的な実験を大きくそくぼくしてい
る.=とから.少くとも私自動 潜在意識における-ぁきらめ感 ,俗に言えば箕す
りや鈍すとなって毎日無意諒的な凡俗実験をくり｢返す ことK'なる｡少し手前勝
手な点もありますがまあこう考えていますoそこでこれを打破するにはいたづ
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